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人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

巡回小劇場／2021年9月6日

0２ 	トピックス ヤマト運輸（株）との包括連携協定締結式・村内視察研修 ほか
04 	健康支援センターだより スキンケアで乾燥予防・こころの健康相談 ほか
06 	スポーツニュース 各種大会の結果
07 	むらの事件簿 余市警察署だより ヒグマによる被害の防止のために・安全安心なまちづくりについて ほか
10 	お知らせ伝言板 令和３年10月１日より赤井川村地域公共交通実証運行バスが運行します！ ほか
18 	赤井川村写真館・編集後記 
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ヤマト運輸（株）との包括連携協定締結式
2021.8.16　赤井川村役場

　８月16日（月）、赤井川村とヤマト運輸（株）との包括連携協定を
締結しました。
　この協定は、観光やイベントでの連携をはじめ、大規模災害時
の物資輸送など幅広い分野で連携を行う協定です。
　国内のみならず世界中に物流ネットワークを持つ同社は、災害時
に被災地の避難所への物資輸送に取り組んだ実績などもあり、村
と協同することにより住民の皆さまが村で暮らしていく上での安全
安心や地域振興に大きく寄与するものになることでしょう。

　８月26日（木）、令和３年度の中学校２年生を対象とした村内視
察研修を開催しました。
　今年は、レーベンクリーンエナジー太陽光発電所→（株）あった
べや牛舎（山口牧場）→キロロコンドミニアム→落合ダム→轟鉱山跡
→郷土資料館の順番で視察を行い、また、主な標柱の設置場所を
合わせて回り、赤井川村の歴史についても学ぶ機会を設けました。
　中学校では、この視察研修が総合的な学習の時間のふるさと教
育にもつながっていきますが、普段はあまり行くことができない、見
ることができない場所を見学することができて、有意義な時間となっ
たのではないでしょうか。

村内視察研修
2021.8.26　赤井川村内

赤井川村地域公共交通活性化協議会
2021.8.27　赤井川村役場

　地域における公共交通の課題、地域交通の在り方を検討するた
め、地域交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定協議会
として本協議会を設置し、令和３年度第２回目を開催しました。
　緊急事態宣言下ではありましたが、赤井川村の今後の公共交通
を考えていく上で、重要な案件であると判断し開催に至りました。
　今回の議題は、10月から11月まで実施する実証運行に関するも
ので、運行ルート、運行ダイヤ、運行事業者、運賃等が協議されま
した。
　委員より、「防災無線を使用して、より多くの方に説明会開催を
周知してほしい」などの意見がありました。
　今後は、実証運行の結果分析を行い、その結果を踏まえて令和
４年４月からの運行内容の検討を行っていきます。
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Topics

巡回小劇場
2021.9.6　赤井川小学校

　９月６日（月）、赤井川小学校体育館にて、村内の小中学生を対
象とした巡回小劇場を開催しました。普段あまり触れることのない
演劇や音楽、古典芸能などを身近に感じてもらおうと毎年行ってい
る事業で、今年は古典芸能、大蔵流・誠翔會による「狂言」を鑑
賞しました。
　小学校の国語の教科書にも掲載されていた、「附子」と「柿山伏」
の二つを鑑賞しました。
　始まる前にお話の内容を分かりやすく説明していただいたことで、
小中学生が「笑っている」場面も見られました。
　昨年度は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い実施すること
ができませんでしたが、今年度は出演者並びにスタッフには事前の
PCR検査の実施や当日の抗体検査を行うなど、感染症対策を十分
に行ったうえで開催しました。
　来年の巡回小劇場は「音楽」です。皆さん楽しみにしていてくだ
さい。

　９月９日（木）、赤井川村役場にて「全国市町村教育委員会連合
会功労者表彰」の伝達式が行なわれ、根井教育長から木村岩雄氏
に表彰状が手渡されました。
　木村氏は、令和２年９月まで６期24年の長きにわたって教育委員
を務めていただき、教育委員長、教育長職務代理者も務めていた
だきました。
　これまでのご功労に感謝いたしますとともに、今後とも赤井川村
教育の振興にお力をお貸しいただきたいと思います。
　この度の受賞、誠におめでとうございます。

全国市町村教育委員会連合会功労者表彰伝達式
2021.9.9　赤井川村役場

　９月１日（水）、赤井川村役場において、第１回赤井川村再生可
能エネルギー推進委員会が開催しました。
　委員会では赤井川村小水力発電事業化詳細調査業務、阿女鱒
岳地熱資源活用調査、赤井川村構造改善センター（カルデラ温泉）
等における再生可能エネルギー導入調査についての経過と実施内
容の説明を行い質疑を受けました。
　赤井川村で取り組んている再生可能エネルギーについての情報
は、今後も広報あかいがわなどで紹介していきます。

第１回赤井川村再生可能エネルギー推進委員会
2021.9.1　赤井川村役場
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　肌寒く感じることが多くなってきました。10月
は住民健診・がん検診がありますのでお申し込み
いただいた方は忘れずに受診してください。

月
会　　　場

俱知安保健所
（14：00～16：00）

余市支所
（13：30～15：30）

10月 ４日（月）

11月 25日（木） 　

12月 ２日（木）

令和４年
１月

17日（月）
午前10時～正午

２月 ３日（木）

３月 17日（木）
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で
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防

※変更部分は赤字にしております。
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健康支援センターだより

１．  ３食摂る
２．たくさんの種類の食品を摂っている
３．塩分を摂り過ぎない
４．お酒を飲み過ぎない
５．健診・検診を受ける
６．健康でいたいと思う
７．意識してからだを動かしている
８．無理はせず、しっかり休んでいる
９．早めに受診している

２．毎日の生活を心から楽しむ
３．こころが元気
４．ふれあいを大切にする
５．家族での役割をはたす
６．社会資源を活用する
７．地域での役割をはたす
８．いつまでもおいしく食べられる

介護保険課
・介護予防・生活支援サービス事業

【赤井川村第２期健康づくり計画】

１．体が元気

包括支援センター
・元気はつらつ教室
・おしゃべりサロン
・認知症カフェ
・ふれあい健康まつり
・認知症サポーター養成講座

こっこクラブ
・親子での行事

食生活改善推進委員会
・一人暮らし、お年寄り世
　帯への給食サービス
・親と子の食育教室
・男の料理教室
・悠楽学園大学との試食会
　並びに交流会
・ふれあい健康まつり
・ひな祭り交流会

教育委員会・スポーツ推進委員会
・歩こう会
・軽スポーツのつどい
・ソフトボール大会
・ソフトバレーボール大会
・チャレンジスキー教室

保健推進員協議会
・健診勧奨
・地区別健康づくり健康教室
・ふれあい健康まつり歩こう会
・調理実習

新おたる農業協同組合赤井川女性部
・味噌づくり
・味覚まつり
・トキメキネットワーク
・花だんづくり
・乳製品を使った料理講習

社会福祉協議会
・配食サービス
・買い物ツアー
・送迎サービス
・車イス歩行器等の無償貸し
　出し事業
・すこやか健康塾
・ひな祭り交流会
・ふれあい健康まつり
・居宅介護支援事業

保育所父母
・交流会
・運動会

民生委員協議会
・住民訪問活動

　今月から、シリーズで
赤井川村第２期健康づ
くり計画の目標に連動す
る保健活動をご紹介し
ます。
　村にはいろいろな活
動があり、一つの活動
にいくつもの団体が協力
しています。

・住民健診・がん検診・特定健診未受診者対策・健診結果説明会・特定保健指導
・特定健診に係る情報提供・糖尿病性腎症重症化予防・健康相談・家庭訪問

・妊娠届時妊婦相談・妊婦健康診査・妊婦訪問・新生児訪問・乳児健診・乳児相談
・１歳半、３歳児健診・虐待予防・ひよこの会・予防接種・健康相談・家庭訪問

・健康教育・悠楽学園大学・地区組織活動・運動教室

☆≪体が元気≫に連動する、赤井川村保健福祉推進会議構成団体の保健活動☆

保健福祉課

他

成　人
高齢者

母　子

▼

みんなの目標
＜小目標＞＜大目標＞

社会福祉協議会が事務局になっ
ている活動や事業に、参加・協
力をしています。
※社会福祉協議会の事業には、
　　　マークがついています。
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ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

今
城　
　

豪

　
　
　
　
ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
７
計
124

▽
２
位　

釣
賀　

謙
一

　
　
　
　
ス
コ
ア
123
ハ
ン
デ
１
計
124

▽
３
位　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　
ス
コ
ア
122
ハ
ン
デ
４
計
126

▽
４
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
117
ハ
ン
デ
10
計
127

▽
５
位　

阿
部　

政
範

　
　
　
　
ス
コ
ア
123
ハ
ン
デ
５
計
128

各
種
大
会
の
結
果

第
23
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

競
技
選
手
権
大
会

と　

き　

９
月
５
日

と
こ
ろ　

花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

陸
上
競
技
場

成　

績

【
女
子
走
幅
跳
】

▽
４
位　

矢
野　

花
恋

２
０
２
１
年
度
北
海
道
卓
球
選

手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

と　

き　

９
月
５
日

と
こ
ろ　
苫
小
牧
市
総
合
体
育
館

成
　
績

【
13
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
準
優
勝　

栗
谷　
　

絆

第
25
回
赤
井
川
村
郵
便
局
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
11
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　
ス
コ
ア
107
ハ
ン
デ
４
計
111

▽
２
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
107
ハ
ン
デ
10
計
117

▽
３
位　

阿
部　

政
範

　
　
　
　
ス
コ
ア
112
ハ
ン
デ
５
計
117

▽
４
位　

坂
本　

恭
文

　
　
　
　
ス
コ
ア
106
ハ
ン
デ
13
計
119

▽
５
位　

今
城　
　

豪

　
　
　
　
ス
コ
ア
110
ハ
ン
デ
９
計
119

　

登
山
や
山
菜
採
り
な
ど
で
山

に
親
し
む
機
会
が
増
え
、
遭
難

が
増
加
す
る
時
期
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
安
全

に
登
山
等
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
登
山

○
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新
の
気
象

　

状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
電
話
・
無
線
機
な
ど
緊

　

急
時
の
連
絡
手
段
を
持
ち
ま

　

し
ょ
う
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
も
忘

　

れ
ず
に
。

○
平
地
と
比
べ
山
の
気
候
は
違

　

い
ま
す
。

　

雪
崩
に
対
す
る
装
備
（
ビ
ー
コ

　

ン
な
ど
）
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

低
体
温
症
の
予
防
の
た
め
防

　

寒
着
等
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
山
岳
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
登
山
計
画
書
を
忘
れ
ず
に
提

　

出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
提
出
先

　

家
庭
、
ク
ラ
ブ
（
山
岳
会
）、

　

職
場
、
学
校
、
北
海
道
警
察

　

本
部
、
各
警
察
署
な
ど

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
届
出

　

が
で
き
ま
す
。

〇
（
公
財
）
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

　
（
コ
ン
パ
ス
）

　

https://w
w
w
.m
t-com

pa

　
ss.com

/
〇
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
安
全
登
山
情
報
）

　

https://w
w
w
.police.pref.

　

hokkaido.lg.jp/info/chiiki

　

/sangaku/sangaku-top.

　

htm
l

○
パ
ー
テ
ィ
全
員
で
エ
ス
ケ
ー

　

プ
ル
ー
ト
（
緊
急
時
の
逃
げ

　

道
）
の
確
認
な
ど
登
山
計
画

　

の
検
討
・
理
解
を
行
い
ま
し

　

ょ
う
。

■
山
菜
採
り

○
家
族
に
行
き
先
地
と
帰
宅
時

　

間
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
天
気
予
報
等
で
天
候
を
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
入
山

　

を
止
め
ま
し
ょ
う
。

○
軽
装
で
入
山
は
危
険
で
す
、

　

持
ち
物
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
具
（
目
立
つ
色
を
着
用
）、

　

飲
料
水
、
食
料　

な
ど

○
も
し
、
道
に
迷
っ
た
ら

　

む
や
み
に
歩
か
ず
、
風
雨
が

　

避
け
ら
れ
る
場
所
で
救
助
を

　

待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

高
い
音
が
出
る
物
（
ホ
イ
ッ

　

ス
ル
）
や
光
る
物
な
ど
（
鏡
、

　

携
帯
電
話
、
発
煙
筒
）
で
自

　

分
の
位
置
を
捜
索
隊
に
知
ら

　

せ
ま
し
ょ
う
。

○
ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

出
没
の
あ
っ
た
場
所
に
は
近

　

づ
か
な
い
よ
う
に
し
、
鈴
を

　

鳴
ら
す
な
ど
音
で
人
の
存
在

　

や
接
近
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ

　

し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
部
危
機
対
策
局
危
機
対

　

策
課
危
機
管
理
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
１
４

遭
難
に
注
意
！

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
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10
月
は
、
ヒ
グ
マ
が
冬
眠
に

そ
な
え
る
た
め
の
季
節
と
な
り
、

食
料
を
探
し
て
活
動
が
活
発
と

な
り
ま
す
。

■
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在

　

を
知
ら
せ
る

〇
野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
、

　

複
数
で
行
動
す
る
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

〇
入
山
す
る
と
き
は
、
ク
マ
鈴

　

や
ラ
ジ
オ
等
を
持
っ
て
、
会

　

話
し
な
が
ら
、
人
の
存
在
を

　

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

■
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気

　

を
付
け
る

〇
ヒ
グ
マ
は
、
市
街
地
、
公
園
、

　

河
川
敷
、
緑
地
帯
な
ど
、
身

　

近
な
場
所
に
も
潜
ん
で
い
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
ヒ

　

グ
マ
の
出
没
情
報
等
を
確
認

　

し
ま
し
ょ
う
。

■
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は

　

注
意
す
る

〇
ヒ
グ
マ
は
、
い
っ
た
ん
ゴ
ミ

　

の
味
を
覚
え
る
と
、
そ
れ
を

　

目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て
場
な
ど

　

に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う

　

に
な
り
ま
す
。

〇
ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置
し
た
り
、

　

埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

■
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き

　

返
す

〇
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草

　

や
木
な
ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ

　

た
跡
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き

　

は
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し

　

ょ
う
。

■
落
ち
着
い
て
行
動
す
る

〇
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し

　

た
場
合
は
、
落
ち
着
い
て
行

　

動
し
ま
し
ょ
う
。

〇
逃
げ
た
り
、
さ
わ
い
だ
り
、

　

慌
て
て
行
動
す
る
と
、
か
え

　

っ
て
ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
、

　

襲
わ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

〇
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
の
回
収

　

は
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か

　

に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

～
み
ん
な
で
築
こ
う
、
安
全
で

安
心
な
大
地
～

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

日
（
10
月
11
日
）
及
び
全
国
地

域
安
全
運
動
（
10
月
11
日
～
20

日
）
を
実
施
し
ま
す
。

〇
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害

　

防
止

〇
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

余
市
警
察
署
だ
よ
り

ヒ
グ
マ
に
よ
る

被
害
の
防
止
の
た
め
に

～
め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な　

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
～

　

10
月
17
日
（
日
）～
10
月
26

日
（
火
）
は
秋
の
輸
送
繫
忙
期

交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

　

こ
の
季
節
は
、
各
種
産
業
活

動
が
活
発
に
な
り
、
貨
物
輸
送

が
増
加
す
る
な
ど
交
通
量
が
増

え
ま
す
。
ま
た
、
夕
暮
れ
が
早

ま
る
こ
と
か
ら
歩
行
者
（
特
に

高
齢
者
）
の
薄
暮
時
に
お
け
る

事
故
が
例
年
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
各
地
域
・
職

域
に
お
い
て
創
意
工
夫
を
こ
ら

し
た
運
動
を
展
開
し
、
道
民
の

交
通
安
全
意
識
を
一
層
深
め
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
を
呼
び
か
け
て
輸
送
が

繁
忙
と
な
る
こ
の
時
期
の
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

■
過
労
・
過
積
載
・
暴
走
行
為

　

運
転
の
防
止

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

　

故
防
止

■
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

　

・
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
防
止

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　

正
し
い
着
用
の
徹
底

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
（
飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ

　

せ
な
い
・
許
さ
な
い
）

安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

秋
の
輸
送
繁
忙
期
交
通
安
全
運
動

　

10
月
15
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
増

し
に
朝
夕
の
寒
さ
が
厳
し
く
な

り
、
採
暖
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
火
災
が
多
発
す
る

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

悲
惨
な
焼
死
事
故
を
防
ぎ
、
貴

重
な
財
産
を
守
る
た
め
火
の
取

扱
い
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
期
間
中
に
、
防
火
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
防
火
思
想
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

お
う
ち
時
間　

　
　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末

※
ス
ト
ー
ブ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ

　

ン
ト
！

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ス
ト
ー

ブ
等
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

季
節
と
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
や
不
注
意
で
火
災
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
充
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
や
、

　

物
が
落
下
す
る
恐
れ
の
あ
る

　

所
で
は
使
用
し
な
い
。

◎
給
油
す
る
時
や
持
ち
運
ぶ
時

　

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◎
外
出
す
る
時
や
就
寝
時
は
火

　

を
消
す
。

全
道
秋
の
火
災
予
防

運
動
実
施
に
つ
い
て
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赤
井
川
村
交
通
安
全
協
会
で
は
、
９
月
14
日
（
火
）、
役
場
会
議
室
に
お
い
て
今
年

度
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
及
び
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

両
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

　

今
年
度
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
全
50
点
（
赤
小
37
点
、
都
小
13
点
）、

及
び
、
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
全
87
点
（
赤
小
37
点
、
都
小
13
点
、
赤
中
37
点
）

は
10
月
29
日
（
金
）
か
ら
開
催
さ
れ
る
赤
井
川
村
文
化
祭
へ
出
展
し
、
来
場
さ
れ
た

皆
様
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
２
点
に
つ
い
て
は
、

「
の
ぼ
り
旗
」
を
作
成
し
交
通
安
全
啓
発
資
材
と
し
て
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
さ
れ
た
方
々
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
優
秀
賞
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
各
１
点
）

▽
ス
マ
ホ
よ
り　

信
号
見
て
ね　

お
父
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
小
４
年　

塚
原　
　

心

▽
一
瞬
で　

み
ん
な
の
明
日
が　

う
ば
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
中
３
年　

小
山　

栞
和

◆
赤
井
川
村
長
賞
（
各
学
年
１
点
）

▽
ち
か
く
て
も　

か
な
ら
ず
つ
け
る　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト　

  
都
小
１
年　

木
村　

芙
実

▽
自
て
ん
車
で　

か
な
ら
ず
し
よ
う　

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

  　

赤
小
２
年　

稲
垣　

賢
伍

▽
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
る
？　

十
じ
ろ
き
け
ん　

左
右
み
よ
う  

赤
小
３
年　

赤
木
日
那
子

▽
ス
マ
ホ
よ
り　

信
号
見
て
ね　

お
父
さ
ん　
　
　
　

  　

都
小
４
年　

塚
原　
　

心

▽
気
を
つ
け
て　

ス
ピ
ー
ド
お
と
そ
う　

自
転
車
も　

  　

赤
小
５
年　

曽
根　

煌
泉

▽
大
丈
夫　

そ
ん
な
気
持
ち
が　

命
取
り　
　
　
　
　

  　

都
小
６
年　

安
河
内
佐
和

▽
車
間
距
離　

そ
ん
な
に
詰
め
た
ら　

密
で
す
よ　
　

  　

赤
中
１
年　

栗
谷　
　

絆

▽
い
つ
の
日
も　

事
故
に
気
を
つ
け　

登
下
校　

  　
　
　

赤
中
２
年　

木
田　

虹
歌

▽
一
瞬
で　

み
ん
な
の
明
日
が　

う
ば
わ
れ
る　
　
　

  　

赤
中
３
年　

小
山　

栞
和

◆
赤
井
川
郵
便
局
長
賞
（
各
学
年
１
点
）

▽
お
う
だ
ん
ほ
ど
う　

あ
お
し
ん
ご
う
で
も　

き
を
つ
け
て  

赤
小
１
年　

二
川　

司
季

▽
ど
う
ろ
に
ね　

と
び
だ
し
き
け
ん
！
　
あ
ぶ
な
い
よ    　
赤
小
２
年　

矢
野　

桃
花

▽
信
号　

よ
く
見
て
渡
ろ
う　

安
全
で
す　
　
　
　
　
　

  

都
小
３
年　

石
川　

晄
大

▽
見
て
ま
す
か
？　

う
し
ろ
に
車　

来
て
ま
す
よ　
　

  　

赤
小
４
年　

藤
田　

奈
穂

▽
右
左　

ち
ゃ
ん
と
見
て
か
ら　

も
う
一
回　
　
　
　

  　

赤
小
５
年　

堀
野　

七
彩

▽
守
っ
て
ね　

左
右
確
認　

手
を
上
げ
て　
　
　
　
　
　

  

赤
小
６
年　

末
次　

胡
桃

▽
そ
の
笑
顔　

明
日
に
つ
な
げ
る　

心
が
け　
　
　
　
　

  

赤
中
１
年　

本
間　

香
音

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン　

操
作
す
る
の
は　

今
じ
ゃ
な
い　

  

赤
中
２
年　

小
畑　

花
央

▽
不
注
意
で　

命
を
う
ば
っ
て　

い
い
も
の
か　
　
　
　

  

赤
中
３
年　

横
井　

美
花

◆
赤
井
川
村
交
通
安
全
協
会
長
賞
（
各
学
年
１
～
２
点
）

▽
し
ん
ご
う
が　

み
ど
り
に
な
っ
た
ら　

わ
た
り
ま
す　

  

都
小
１
年　

數
井　

手
雄

▽
あ
ぶ
な
い
よ　

し
ん
ご
う
む
し
は　

け
が
す
る
よ  　
　

都
小
２
年　

塚
原　

勘
吉

▽
自
転
車
で　

ス
ピ
ー
ド
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

気
を
つ
け
る　
赤
小
３
年　

林　
　

諒
祐

▽
大
切
だ　

命
を
守
る　

ヘ
ル
メ
ッ
ト　
　
　
　
　
　
　

  

赤
小
４
年　

下
瀬
は
る
か

▽
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」  

少
し
の
ゆ
る
み
が　

命
を
う
ば
う  

都
小
５
年　

小
山
海
砂
輝

▽
大
事
だ
よ　

自
転
車
乗
る
と
き　

ヘ
ル
メ
ッ
ト　
　

  　

赤
小
５
年　

佐
藤　

蒼
泰

▽
ス
マ
ホ
よ
り　

自
分
の
命　

大
切
に　
　
　
　
　
　
　

  

赤
小
６
年　

宮
﨑
ニ
イ
ナ

▽
大
丈
夫　

少
し
の
油
断
が　

命
取
り　
　
　
　
　
　
　

  

赤
中
１
年　

中
村　

も
も

▽
黄
色
で
も　

し
っ
か
り
と
ま
っ
て　

事
故
防
止　
　
　

  

赤
中
２
年　

矢
野　

花
恋

▽
よ
く
見
て
ね　

気
づ
け
ば
そ
こ
に　

子
ど
も
た
ち　
　

  

赤
中
３
年　

森　
　

心
音

村長賞
　　 二川　司季（赤小１年）

交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
決
定

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
決
定

村長賞
　　 平畠　大地（赤小４年）
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赤井川郵便長賞
　　 末次　梨胡（赤小４年）

赤井川郵便局長賞
　　 坂本　杏生（赤小１年）

交通安全協会長賞
　　 小林　叶來（赤小２年）

交通安全協会長賞
　　 藤田　奈穂（赤小４年）

赤井川郵便局長賞
　　 喜多　まさね（赤小６年）

村長賞
　　 安河内　佐和（都小６年）

交通安全協会長賞
　　 矢野　桃花（赤小２年）

交通安全協会長賞
　　 稲垣　賢伍（赤小２年）

交通安全協会長賞
　　 赤木日那子（赤小３年）交通安全協会長賞

　　 佐藤　　励（都小６年）
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INFORMATIONお知らせ
伝言板

　

赤
井
川
村
で
は
令
和
４
年
４

月
か
ら
の
バ
ス
運
行
内
容
の

検
討
に
向
け
た
実
証
運
行
を
行

い
ま
す
。

■
実
証
運
行
の
ポ
イ
ン
ト

◇
中
央
バ
ス「
赤
井
川
線
」か
ら

　

運
行
時
刻
が
変
わ
り
ま
す
。

◇
朝
の
通
勤
・
通
学
に
利
用
し

　

や
す
い
快
速
便
が
運
行
し

　

ま
す
。

◇
中
央
バ
ス
「
赤
井
川
線
」
か

　

ら
一
部
路
線
を
延
伸
し
ま
す
。

※
延
伸
区
間

　

常
盤
～
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
、

　

余
市
駅
～
余
市
協
会
病
院
、

　

カ
ル
デ
ラ
温
泉
経
由
を
新
設
）

◇
運
賃
が
一
定
区
間
ご
と
に

　

一
律
料
金
に
な
り
ま
す
。現

　

金
前
払
い
で
す
。

◇
運
行
車
両
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

　

に
な
り
ま
す
。

◇
曜
日
に
よ
っ
て
運
行
ル
ー
ト

　

が
変
わ
り
ま
す
。

※
月
曜
日

　

余
市
協
会
病
院
行
き

　

カ
ル
デ
ラ
温
泉
定
休
日
の
た

　

め
温
泉
は
経
由
し
ま
せ
ん
。

※
土
曜
日
、日
曜
日
・
祝
日

　

黒
川
12
丁
目
行
き

　

カ
ル
デ
ラ
温
泉
を
経
由
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
曜
日

　

余
市
協
会
病
院
行
き

　

カ
ル
デ
ラ
温
泉
を
経
由
し
ま
す
。

◇
フ
リ
ー
乗
降
区
間
の
乗
車
は
、

　

大
き
く
手
を
挙
げ
て
！

　

詳
し
く
は
、
９
月
１
日
配
布

の「
実
証
運
行
バ
ス
の
ご
案
内
」

を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

実
証
運
行
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、９
月
14
日
に
都

地
区
、
15
日
に
日
ノ
出
地
区
か

ら
旭
丘
地
区
、
21
日
に
落
合
・

常
盤
地
区
を
対
象
に
実
証
運
行

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
主
な
意
見

〇
カ
ル
デ
ラ
温
泉
経
由
便
は
、

　

細
い
道
路
も
通
行
す
る
の

　

で
、
交
通
事
故
に
注
意
し
て

　

ほ
し
い
。

〇
現
金
払
い
の
み
と
な
っ
て

　

い
る
が
、
本
格
運
行
時
に
は
、

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
定
期
券
、
回

　

数
券
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

〇
余
市
発
赤
井
川
方
面
の
最
終

　

便
が
早
い
。
18
時
台
と
し
て

　

ほ
し
い
。

〇
始
発
便
に
つ
い
て
、
10
分
程

　

度
遅
ら
せ
て
も
い
い
の
で
は
。

〇
バ
ス
停
ま
で
遠
い
方
の
対
応

　

も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

〇
実
証
運
行
な
の
で
、
運
賃
を

　

無
料
に
し
て
み
ん
な
に
乗

　

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
検
討

　

し
て
は
ど
う
か
。

〇
中
央
バ
ス
の
回
数
券
を
購
入

　

し
て
い
る
が
、
す
べ
て
利

　

用
で
き
な
い
。払
い
戻
し
の

　

対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

〇
有
料
運
行
で
実
際
に
バ
ス
を

　

利
用
す
る
方
の
意
見
を
聞
く

　

の
が
重
要
だ
と
思
う
。

〇
料
金
設
定
が
安
い
と
感
じ
た
。

〇
実
証
運
行
期
間
中
に
、
バ
ス

　

に
乗
り
ゆ
っ
く
り
景
色
を

　

楽
し
み
た
い
。

〇
利
用
し
や
す
そ
う
な
運
行

　

だ
と
思
う
。

　

実
証
運
行
終
了
後
、
利
用
し

て
み
て
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域

公
共
交
通
懇
談
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
日
時
等
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

平日・土曜日運行バス 日曜日・祝日運行バス

令和３年10月１日より、赤井川村地域公共交通実証運行バスが運行します！

みんなで乗ろう！　実証運行！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
受
講
制
限

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
10
月
13
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
10
月
27
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

10
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

10
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時

　

10
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　
10
月
19
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習
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左
記
の
と
お
り
、

第
３
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

11
月
１
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
役
場
総
務
課
税
務
係
ま

で
ご
連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開

場
時
間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ

り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

農
業
用
廃
プ
ラ
、
ビ
ニ
ー
ル

類
は
『
産
業
廃
棄
物
』
で
あ
り

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
必

要
で
す
。

　

今
年
も
、
次
の
日
程
で
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
を
行
い
ま
す
の
で

農
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
回
収
日
時

　

11
月
８
日
（
月
）

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ま
で

　

11
月
９
日
（
火
）

　

午
前
８
時
か
ら
正
午
ま
で

■
回
収
場
所

　

旧
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
赤
井
川
事

　

業
所
敷
地
内

■
留
意
事
項

①
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

　

ポ
リ
マ
ル
チ
、
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
ル

　

ム
、
ビ
ニ
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
バ

　

ン
ド
等
で
固
定
ま
た
は
、
小

　

さ
く
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。）、

　

そ
の
他
（
肥
料
袋
、
ポ
リ
鉢
、

　

セ
ル
ト
レ
ー
等
）

②
細
か
い
物
は
、
風
で
飛
ば
な

　

い
よ
う
に
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
等

　

で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

③
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
ポ
リ
類
、

　

ビ
ニ
ー
ル
類
を
詰
め
て
の
受

　

入
は
行
い
ま
せ
ん
。
フ
レ
コ

　

ン
バ
ッ
ク
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

　

処
理
す
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

　

の
み
を
入
れ
て
搬
入
し
て
く

　

だ
さ
い
。

④
排
出
量
の
計
測
を
行
い
ま
す

　

の
で
、
当
日
は
係
員
の
指
示

　

に
従
う
よ
う
お
願
い
い
た
し

　

ま
す
。

⑤
回
収
は
農
業
者
の
方
の
み
に

　

限
り
ま
す
。
一
般
の
方
の
持

　

ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
ご
不
明
な
点
に
つ
き

　

ま
し
て
は
、
左
記
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
営
農
経

　

済
部
営
農
課

　

℡
０
１
３
５

－

３
２

－

２
５
２
５

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

受
講
料
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

研
修
に
係
る
受
講
料
（
テ
キ

ス
ト
代
、
実
習
に
要
し
た
費
用

等
を
含
む
）
の
８
割
・
8
万
円

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。（
印

紙
代
金
は
補
助
対
象
外
と
な

り
ま
す
。）

■
目
的

　

住
民
の
介
護
資
格
取
得
に
よ

　

る
地
域
介
護
力
の
向
上
、
村

　

内
及
び
近
隣
市
町
村
内
事
業

　

所
に
置
け
る
介
護
人
材
の
確

　

保
並
び
に
介
護
人
材
の
資
質

　

の
向
上
及
び
職
場
へ
の
定
着

　

促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
期
間

　

令
和
３
年
４
月
30
日
～

　

令
和
４
年
３
月
31
日

※
令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
の

　

1
つ
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者（
左
記
を
満
た
す
方
）

〇
赤
井
川
村
の
住
民
の
方

〇
期
間
内
に
介
護
職
員
初
任
者

　

研
修
を
修
了
し
た
方

〇
国
等
か
ら
同
種
の
補
助
金
等

　

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
に
研
修
の
修
了
を
証

　

明
す
る
書
類
及
び
領
収
書
を

　

添
え
て
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
込
書
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

　

か
、
窓
口
で
も
交
付
し
て
い

　

ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

こ
の
条
例
は
、
水
資
源
の
保

全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
、
本
道
の
豊
か
な
水
資

源
が
も
た
ら
す
恩
恵
を
現
在
と

将
来
の
世
代
が
享
受
で
き
る
よ

う
、
道
民
の
総
意
と
し
て
制
定

し
た
も
の
で
あ
り
、 

水
資
源
保

全
地
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域
内

で
土
地
取
引
行
為
を
行
う
場
合
、

土
地
の
権
利
者
は
、
契
約
締
結

の
３
か
月
前
ま
で
に
知
事
へ
届

出
が
必
要
で
す
。

 

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
回
収

介
護
の
資
格
取
得
費
を

助
成
し
ま
す
！

北
海
道
水
資
源
の
保
全
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
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お知らせ伝言板

年　金　だ　よ　り

　簡単な手続きを一度すると、あとは自動的に口座振替が継続
されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で月々納付の場合は、当月分の保険料を翌月末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に納めることになっています。当月分の保険料をその月に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　納める「早割制度」を申し込むと、１月あたり50円（年間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600円）の割引になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早割制度を申し込むと、最初の２ヶ月分をまとめて納め、
　　　まずは申し込みをする金融機関を決めましょう。そして　　　以後は当月分の保険料を納めていただくことになります。
手続きに必要なものを準備します。
■口座振替の　　■手続きに必要なもの
　できるところ　〇国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書
〇銀行　　　　　　（金融機関にもあります）
〇郵便局　　　　〇預(貯)金通帳
〇農協　〇漁協　〇通帳届出印
〇信用組合　　　〇保険料納付書
〇信用金庫　　　　（年金手帳など基礎年金番号のわかるものでも可）
〇労働金庫

　　　国民年金保険料口座振替納付（変更）申請書をお持ちの
人はあらかじめ書いておくこともできます。お持ちでない方は
金融機関で必要事項をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替で６ヶ月分や1年分、2年分などの保険料を前納
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると、前納の割引と口座振替の早割制度がどちらも適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になり、もっともお得な納付方法となります。

　　　口座振替の開始は申込みの１～２ケ月後となります。　　　　※詳しくは小樽年金事務所（℡0134-65-5003）までお問
開始前の月分の保険料は納付書で納めてください。　　　　　　　　　い合わせください。

必要なものを準備します

※現在口座振替で納付している人が早割制度をご希望の場
　合は改めて申し込みが必要です。

手続きの手順

ちょっとお得な「早割制度」

前納制度を利用すればさらにお得

手続き完了！

お得な早割制度が
登場！

国民年金の口座振替
手続きは簡単です

1

2

3

書類を窓口に提出します

保険料が口座から引き落とされます

４月 ６月 ７月５月
通常の納付

毎月前納を
始める場合

３月分を納付　４月分を納付　５月分を納付

↑↑↑

↑ ↑↑

３・４月分を　５月分を納付　６月分を納付
納付

　申し込みに締切について　　　　　　　　　　　　前納による口座振替を申し込んだ方へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口座振替日について

★口座振替のお申込にあたっての注意★

　前納による口座振替をお申し込みの場合、引き落とし月ま
での保険料は、手続きが済み次第、毎月納付の口座振替と
なります。

　口座引き落
としの前々月
末までにお申
し込みくださ
い。

　口座振替の引き落としは月末です。ただし、月末が休日の
場合は、毎月納付は翌営業日、前納は直前の営業日となります。

２月
４月から毎月納付する場合例

３月 ５月４月

例 ４～９月分の６ヶ月分、または１年分、２年分を前納する場合

３月２月 ４月～９月または、翌年、翌々年３月

口座振替
開始

前納額を
引き落とし

２月末日まで
に申し込み

２月末日まで
に申し込み

成人風疹抗体検査を受けましょう
　昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男性の方は、風疹の定期予防接種の対象者
として追加されました（平成31年２月予防接種法施行令改正）。
　まずは、ご自身が風疹の抗体を持っているかどうかの検査が必要です。
　令和４年２月28日までの間に限り対象者の方へは、無料で検査と予防接種が受けられるクーポン券
を発行しており、全国の医療機関で受検いただけます。（職場の健診で受検可能かについては勤務先に
ご確認ください。）令和2年度に発行したクーポン券の有効期限は令和３年３月31日と記載しています
が、有効期限が延長され令和４年２月28日まで使用可能です。
　紛失された方は再発行が可能です。また、他市町村から転入された方はお持ちのクーポン券は使用
できません。改めて発行しますので、下記までご連絡ください。
　　　お問い合わせ：健康支援センター内　保健福祉課保健福祉係　℡３５－２０５０
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INFORMATION

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
地
球
環
境

　

・
海
洋
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
７
４

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

訓
練
校
」
で
は
令
和
４
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
求
職
者

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

　

機
械
科
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

　

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・
総

　

合
実
務
科

■
願
書
受
付
期
間

　
11
月
１
日（
月
）～
11
月
19
日（
金
）

■
選
考
試
験
日

　

12
月
６
日
（
月
）

■
選
考
場
所

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
訓
練
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

つ
い
て
台
風
被
害
を
受
け
ず
に

収
量
・
品
質
等
が
少
し
で
も
回

復
へ
向
か
う
こ
と
を
心
か
ら
祈

っ
て
い
ま
す
。　
　
　

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

◆
開
催
月
日
／
８
月
27
日

◆
会
議
案
件

◇
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
赤
井
川
村
農
業
振
興
計
画
の

　

変
更
協
議
に
つ
い
て

◇
現
況
証
明
願
い
に
つ
い
て

◇
農
作
物
作
況
調
査

　
９
月
３
日
に
、
今
年
の
農
作

物
の
作
況
を
調
査
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
主
催
の
作
況
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
遊
休
農
地
が
新
た
に

発
生
し
て
い
な
い
か
農
地
利
用

状
況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
馬
場
村
長

を
は
じ
め
、
農
協
、
普
及
セ
ン

タ
ー
、
後
志
農
業
共
済
組
合
が

連
携
し
村
内
の
水
田
や
畑
の
巡

回
を
お
こ
な
い
、
作
物
の
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。　

　

本
年
度
は
初
夏
に
か
け
て
例

年
よ
り
早
く
生
育
し
て
い
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
大
干
ば
つ
に

よ
り
収
量
が
大
幅
に
減
少
し
た

作
物
が
多
く
見
ら
れ
る
状
況
で

し
た
。

　

今
後
収
穫
さ
れ
る
農
産
物
に

お

知

ら

せ

農
業
委
員
会
総
会 

第
15
回

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
３
年
９
月
14
日
現
在
）

　

世
界
各
地
で
、
異
常
気
象
や

大
き
な
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
、

気
候
変
動
の
影
響
が
現
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化

が
進
む
と
、
北
海
道
で
も
真
夏

日
や
熱
帯
夜
が
増
え
、
大
雨
の

回
数
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
に
よ

っ
て
起
き
る
お
そ
れ
の
あ
る
大

き
な
災
害
に
備
え
て
、
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み

が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

気
候
変
動
の
影
響
に
備
え
る

た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■
個
人
で
も
で
き
る
取
り
組
み

◇
熱
中
症
か
ら
身
を
守
る

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
や
２

　

週
間
先
ま
で
の
気
温
予
報
を

　

活
用
し
て
、
こ
ま
め
な
水
分

　

補
給
や
エ
ア
コ
ン
の
適
切
な

　

使
用
に
よ
っ
て
熱
中
症
を
予

　

防
し
ま
し
ょ
う
。

◇
気
象
災
害
に
備
え
る

　

日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
、

　

最
新
の
防
災
気
象
情
報
に
注

　

意
し
て
気
象
災
害
に
備
え
ま

　

し
ょ
う
。

気
候
変
動
の
影
響
に
備
え
る

図出典：気候変動適応情報プラットフォーム

■
試
験
内
容

　

数
学
・
国
語
・
面
接

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
訓
練
校

　

℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

Fax
０
１
２
５

－

５
２

－

９
１
７
７

〇
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

広
報
あ
か
い
が
わ
９
月
号
に

お
い
て
、
10
月
28
日
（
木
）
に

開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
原
子
力

防
災
訓
練
」
の
訓
練
参
加
者
を

募
集
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
を
鑑
み
、
参
加
さ
れ

る
住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
及
び

安
全
面
を
考
慮
し
住
民
参
加
訓

練
を
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
訓
練
に
参
加
を
予

定
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
の
住
民
参
加
訓
練
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
訓
練
内

容
を
変
更
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。
村
内
で
の
訓
練
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練

住
民
参
加
の
中
止
に
つ
い
て
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■
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況

　

全
国
各
自
治
体
に
お
い
て
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」。
昨
年
度
は
、

全
国
各
地
か
ら
２
万
１
千
件
を

超
え
る
寄
付
者
の
皆
様
か
ら
、

３
億
５
千
万
円
と
前
年
を
上
回

る
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
で
は
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
支
援
、
美
し

い
村
づ
く
り
、
新
規
就
農
支
援

と
４
つ
の
大
き
な
活
用
使
途
を

明
ら
か
に
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

の
募
集
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
し
て

い
る
理
由
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
「
巣
ご
も
り
需
要
」
を
背
景

に
地
域
特
産
品
と
し
て
の
「
お

礼
の
品
」
が
好
評
で
あ
る
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
市
部

の
方
々
に
お
い
て
、
市
町
村
合

併
を
経
る
こ
と
な
く
、
自
律
の

道
を
歩
み
続
け
て
い
る
「
小
さ

な
村
」
を
応
援
し
た
い
と
い
う

“
お
気
持
ち
”
が
あ
る
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
を
一
般
財
源

　

と
し
て
４
つ
の
使
途
に
活
用

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る

さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

募
集
費
用
、
お
礼
の
品
に
関
す

る
経
費
や
管
理
経
費
を
除
き
、

一
般
財
源
と
し
て
村
の
貴
重
な

自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
充
当
し
た
主
な
事
業
に
つ
い

て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

①
子
育
て
支
援

〇
保
育
料
、
子
ど
も
医
療
費
、

　

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業　

〇
放
課
後
子
ど
も
教
室
運
営
事
業

〇
学
校
修
学
旅
行
バ
ス
代
、
中

　

体
連
等
参
加
助
成
金　

ほ
か

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
支
援

〇
カ
ル
デ
ラ
温
泉
無
償
化
、
送

　

迎
バ
ス
運
行
事
業

〇
悠
楽
学
園
大
学
開
催
事
業

〇
高
齢
者
冬
期
生
活
支
援
助
成

　

事
業　

ほ
か

③
美
し
い
村
づ
く
り

〇
花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業　

〇
カ
ル
デ
ラ
太
鼓
保
存
会
運
営

　

事
業

〇
美
し
い
村
連
合
加
盟
事
業

〇
小
公
園
管
理
事
業　

ほ
か

④
新
規
就
農
支
援

〇
新
規
就
農
研
修
事
業　

〇
新
規
就
農
土
地
賃
貸
借
助
成

　

事
業　

〇
新
規
就
農
ハ
ウ
ス
助
成
事
業

　

ほ
か

■
ふ
る
さ
と
納
税
は
貴
重
な
財
源

　

地
域
の
自
主
的
財
源
で
あ
る

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、
近

年
大
幅
な
減
少
傾
向
に
あ
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度

の
５
か
年
で
１
億
円
以
上
減
少

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
子
育
て

支
援
や
高
齢
者
へ
の
支
援
、
農

業
の
担
い
手
確
保
な
ど
村
が
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
施
策

を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
も
、

こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
貴
重
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
終
わ
り
に

　

交
流
人
口
、
定
住
人
口
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
き
っ
か

け
に
、
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
に

北
海
道
赤
井
川
村
の
村
づ
く

り
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
村
の

施
策
に
も
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
く
「
関
係
人
口
創
出
」
へ
の

取
り
組
み
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
実
際
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
を
村
に
ご
招
待
す
る
な

ど
、“
お
金
”
と
“
も
の
”
の

流
れ
に
加
え
、”
ひ
と
”
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
に
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

現
地
交
流
会
の
開
催
を
見
合
わ

せ
て
お
り
ま
す
が
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
模
索
し
て
い
ま
す
。

■
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

　

ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
！

　

す
べ
て
を
ご
紹
介
し
き
れ
ま

　

せ
ん
が
、
一
部
に
つ
い
て
ご

　

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
い
つ
も
美
味
し
い
農
作
物
の

　

情
報
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

　

感
謝
し
て
い
ま
す
。
北
の
大

　

地
で
育
っ
た
作
物
に
期
待
し

　

て
い
ま
す
。（
熊
本
県
）

〇
昨
年
は
何
と
な
く
、
で
し
た

　

が
今
年
は
続
け
て
み
よ
う
か

　

な
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

　

亡
き
母
が
戦
前
に
住
ん
で
い

　

た
北
海
道
の
村
を
応
援
し
た

　

い
と
思
い
ま
し
た
。（
群
馬
県
）

〇
子
育
て
環
境
へ
の
支
援
が
手

　

厚
く
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　

ど
の
地
域
も
、
こ
の
よ
う
に

　

み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
る

　

よ
う
な
あ
た
た
か
い
支
援
が

　

あ
る
と
い
い
と
強
く
思
い
ま

　

す
。
ぜ
ひ
赤
井
川
村
か
ら
全

　

国
へ
、
も
っ
と
も
っ
と
こ
の

　

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
い

　

た
だ
き
た
い
で
す
。（
埼
玉
県
）

〇
今
回
初
め
て
寄
付
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。
生
産
者
さ
ん

　

の
写
真
、
説
明
が
大
変
魅
力

　

的
で
、
様
々
な
世
代
の
方
が

　

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し

　

ゃ
る
の
が
と
っ
て
も
好
印
象

　

で
し
た
。
町
の
皆
様
が
穏
や

　

か
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
お
祈

　

り
し
て
お
り
ま
す
。（
鹿
児

　

島
県
）

〇
赤
井
川
村
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

も
ベ
ー
コ
ン
も
ト
ウ
モ
ロ
コ

　

シ
も
す
ご
く
美
味
し
く
て
、

　

生
産
者
の
方
々
の
誠
実
さ
と

　

情
熱
を
感
じ
て
、
遠
く
か
ら

　

で
す
が
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
美
味
し
さ
を
ま
た

　

堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
（
長
崎
県
）

〇
毎
年
寄
付
を
し
て
い
る
の
で
。

　

だ
ん
だ
ん
愛
着
が
わ
い
て
き

　

ま
し
た
。
北
海
道
さ
え
行
っ

　

た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

　

故
郷
の
よ
う
に
思
え
て
き
て
、

　

ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い

　

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
（
東
京
都
）

〇
50
年
前
は
札
幌
市
に
居
住
、

　

当
時
林
間
学
校
で
訪
れ
、
貴

　

村
の
職
員
様
や
落
合
小
学
校

　

の
生
徒
さ
ん
に
お
世
話
に
な

　

り
ま
し
た
。
懐
か
し
い
思
い

　

で
寄
附
を
申
し
込
み
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
兵
庫
県
）

ふるさと納税の現況について
全国各地から応援をいただいています

（第４回ふるさと現地交流会にて、農業体験をする寄付者）
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INFORMATION

　

こ
の
よ
う
な
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

〇
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
て

　

い
て
通
行
に
支
障
が
あ
る

〇
道
路
の
案
内
標
識
が
わ
か
り

　

に
く
い

〇
登
記
や
年
金
に
つ
い
て
聞
き

　

た
い
こ
と
が
あ
る

〇
ど
こ
の
役
所
に
相
談
し
た
ら

　

よ
い
か
分
か
ら
な
い

　

行
政
相
談
員
は
、
あ
な
た
と

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す

〇
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の

皆
様
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聞
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
開
設
日
時

　

10
月
18
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
開
設
場
所

　

赤
井
川
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

　

相
談
は
、
行
政
相
談
所
以
外

で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
ご
意
見
・
ご
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

当
村
の
行
政
相
談
員
は
、
伊

藤
幸
夫
さ
ん
（
赤
井
川
村
字
赤

井
川
3
１
４
番
地
１
／
℡
３
４

－

６
７
５
７
）
で
す
。

　

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
函
館
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

　
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」（
℡

０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
）

ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

10
月
１
日
（
金
）
か
ら
7
日

（
木
）
ま
で
の
公
証
週
間
期
間

中
、
日
本
公
証
人
連
合
会
本
部

に
お
い
て
、
電
話
に
よ
る
無
料

公
証
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

公
証
人
が
皆
様
の
疑
問
、
質

問
等
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
遺
言
、
任
意
後
見
、

尊
厳
死
宣
言
、
家
庭
内
信
託
、

離
婚
、
そ
の
他
契
約
一
般
の
公

正
証
書
の
御
相
談
、
会
社
定
款

の
認
定
等
の
ご
質
問
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

10
月
1
日（
金
）～
7
日（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

■
特
設
専
用
電
話
番
号

　

℡
０
３

－

３
５
０
２

－

８
２
３
９

■
そ
の
他

　

小
樽
公
証
役
場
に
お
い
て
も
、

　

本
年
の
「
公
証
週
間
」
期
間

　

中
の
10
月
２
日
（
土
）
の
午

　

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま

　

で
（
た
だ
し
、
昼
休
み
時
間

　

を
除
く
）『
休
日
無
料
電
話

　

相
談
（
予
約
制
）』
を
実
施

　

し
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
、

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

小
樽
市
色
内
１
丁
目
９
番
１
号

　

松
田
ビ
ル
１
階

　

小
樽
公
証
役
場

　

公
証
人　

羽
澤　

勝
夫

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

４
５
３
０

■
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
１
缶

　

運
動
と
は

　
「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
１

　

缶
運
動
」
と
は
大
規
模
災
害

　

直
後
、
店
頭
混
雑
に
よ
っ
て

　

ガ
ソ
リ
ン
等
燃
料
が
入
手
困

　

難
と
な
っ
た
状
況
を
回
避
す

　

る
た
め
に
、「
日
頃
か
ら
車

　

の
燃
料
を
満
タ
ン
に
し
て
お

　

く
こ
と
」
や
「
灯
油
を
１
缶

　

余
分
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
」

　

を
推
奨
す
る
運
動
で
す
。

■
過
去
の
災
害
で
は
・・・

〇
車
中
の
避
難
生
活
の
た
め
の

　

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
、
暖
房
用

　

の
灯
油
を
求
め
る
大
勢
の
お

　

客
様
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　

に
集
中
し
ま
し
た
。

〇
交
通
網
の
混
乱
や
一
時
的
な

　

供
給
量
の
縮
小
に
よ
り
、
ガ

　

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
に
来
店

　

し
て
も
、
ご
要
望
の
量
を
購

　

入
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

　

起
こ
り
ま
し
た
。

〇
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
周
辺
の

　

道
路
で
は
大
渋
滞
が
起
こ
り
、

　

緊
急
車
両
や
救
援
物
資
を
積

　

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
運
行
を
妨

　

げ
る
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

■
災
害
時
の
安
心
の
た
め
に

　

石
油
製
品
は
非
常
食
や
飲
料

　

水
の
よ
う
に
簡
単
に
備
蓄
で

　

き
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
８
年
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
の
よ
う
な

大
規
模
災
害
の
発
生
時
の
安
心

の
た
め
に
、
車
は
常
に
満
タ
ン

を
心
が
け
る
、
暖
房
用
の
灯
油

は
１
缶
余
分
に
買
い
置
く
こ
と

を
心
が
け
る
、「
満
タ
ン
＆
灯

油
プ
ラ
ス
１
缶
運
動
」
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
詳
細
は
「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ

　

ラ
ス
１
缶
運
動
」
Ｈ
Ｐ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://m
antan-undo.com

/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

経
済
部
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

局
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
３
６
１

公

証

週

間

無
料
電
話
相
談
会

行
政
相
談
週
間
で
す

10
月
18
日
（
月
）～
24
日
（
日
）
は　

満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
１
缶
運
動

み
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
！最

低
賃
金
。

　

北
海
道
内
の
事
業
場
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
（
会
社

員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

方
、
学
生
さ
ん
な
ど
働
く
全
て

の
人
）
及
び
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
す
。

◆
時
間
額
８
８
９
円

　

効
力
発
生
年
月
日

　
　

令
和
３
年
10
月
１
日

　

最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
及
び

時
間
外
割
増
賃
金
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

特
定
の
産
業
（「
処
理
牛
乳
・

乳
飲
料
、
乳
製
品
、
糖
類
製
造

業
」、「
鋼
鉄
業
」、「
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
」、「
船
舶
造
船
・
修

理
業
、
船
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
造

業
」）
で
働
く
方
に
は
北
海
道

の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
小
樽
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

７
６
５
１

〇
倶
知
安
支
署

　

℡
０
１
３
４

－

３
３

－

７
６
５
１

北
海
道
最
低
賃
金
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

期
間
の
前
半
は
、
天
気
は
数

日
の
周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

10
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

　

期
間
の
後
半
は
平
年
と
同
様

に
く
も
り
や
雨
の
日
が
多
い
で

し
ょ
う
。

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〇
電
話
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日

　

午
後
５
時
～
午
後
８
時

　

土
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

℡
０
１
２
０

－

８
１

－

６
１
０
５

※
社
会
保
険
労
務
士
が
対
応
し

　

ま
す
。

◇
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
利
用
、

　

ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
調
整
課
個
別
対
策
グ
ル
ー
プ
）

〇
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－
５
６
６
７

　

http://w
w
w
.pref.hokkaid

　

o.lg.jp/rd/sm
s

　

新
４
Ｋ
８
Ｋ
衛
星
放
送
を
全

て
視
聴
す
る
に
は
、対
応
す
る

ア
ン
テ
ナ
等
の
受
信
設
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。既
存
ア
ン
テ

ナ
か
ら
対
応
ア
ン
テ
ナ
へ
の

交
換
に
加
え
、
電
波
漏
洩
の
関

係
で
現
在
ご
自
宅
で
利
用
さ
れ

て
い
る
受
信
設
備
の
改
修
が

必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

た
め
、
総
務
省
で
は
改
修
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
平

成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

　

北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、

労
働
問
題
に
詳
し
い
経
験
豊
か

な
「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
、
当
事

者
双
方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、

問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
助
言

等
を
行
い
、
歩
み
寄
り
に
解
決

を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
申
請
は
簡
単
・
費
用
は
無
料

●
遠
隔
地
に
は
現
地
に
出
向
き

　

ま
す
！

●
秘
密
厳
守
！

●
迅
速
に
対
応
し
ま
す
！

　
（
申
請
受
付
か
ら
１
ヶ
月
程

　

度
で
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
）

　

こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の

と
き
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
解
雇
通
告
さ
れ
た
が
、
理
由

　

等
に
納
得
で
き
な
い
。

〇
残
業
し
て
い
る
の
に
、
会

　

社
か
ら
時
間
外
手
当
が
支
払

　

わ
れ
な
い
。

〇
職
場
で
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

　

ラ
を
受
け
て
お
り
、会
社
に

　

改
善
を
申
し
入
れ
た
が
、
対

　

策
を
講
じ
て
く
れ
な
い
。

〇
社
員
に
配
置
命
令
を
出
し
た

　

が
、
理
由
な
く
拒
否
さ
れ
て

　

い
る
。

〇
会
社
に
責
任
の
な
い
理
由

　

で
休
職
し
た
社
員
か
ら
、
休

　

業
補
償
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

◇
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談

ま
す
。

　

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
対

応
ア
ン
テ
ナ
へ
の
交
換
を
予

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
本
助
成
制
度
の
活
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

※
助
成
に
あ
た
っ
て
の
要
件

　

な
ど
詳
細
は
執
行
機
関
の
左

　

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

特
に
対
応
ア
ン
テ
ナ
に
交
換

　

す
る
前
の
手
続
き
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

　

く
だ
さ
い
。

　

https://if.apab.or.jp/radi

　

o-w
ave-leakage/

個
別
的
労
働
紛
争
の

斡
旋
に
つ
い
て

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2021.8.17 0.054 くもり
8.20 0.055 晴れ
8.24 0.055 晴れ
8.27 0.054 くもり
8.31 0.055 くもり
9.3 0.051 晴れ
9.7 0.059 晴れ
9.10 0.060 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０

受
信
環
境
整
備
費
用
の

助
成
に
つ
い
て
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，０４２ ６１ １，１０３ －１１

男 ５２１ ３８ ５５９ －８

女 ５２１ ２３ ５４４ －３

世帯数 ５４５ ５５ ６０５ －７

※令和３年８月31日現在

住
民
の
ま
ど

�〈
８
月
15
日
～
９
月
14
日
届
出
〉

　

こ
の
期
間
に
戸
籍
の
届
出
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
村
の
防
災
の
た
め
に

　

塩
水
発
電
ラ
ン
タ
ン　

25
個

　

日
本
北
方
実
業
（
株
）
様

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
８
月
15
日
～
９
月
14
日
〉

（
８
月
）

16
日
◇
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
包
括

　
　
　

連
携
協
定
締
結
式
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
地
域
公
共
交
通
意
見
交

　
　
　

換
会
／
倶
知
安
町

17
日
◇
赤
井
川
村
社
会
福
祉
協

　
　
　

議
会
長
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

19
日
◇
後
志
地
域
づ
く
り
連
携

　
　
　

会
議
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）／
字

　
　
　

赤
井
川

23
日
◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

感
染
症
対
策
本
部
会
議

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
郵
便
局
長
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

24
日
◇
第
４
回
議
会
協
議
会
／

　
　
　

字
赤
井
川

25
日
◇
北
海
道
観
光
振
興
監
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

26
日
◇
北
海
道
大
学
石
井
教
授

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

27
日
◇
中
札
内
村
長
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
全
道
中
学
校
体
育
大
会

　
　
　

報
告
会
／
字
赤
井
川

（
９
月
）

３
日
◇
（
有
）
ど
さ
ん
こ
農
産

　
　
　

セ
ン
タ
ー
社
長
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
農
業
委
員
会
農
作
物
作

　
　
　

況
調
査
／
赤
井
川
村
内

５
日
◇
御
通
夜
出
席
／
倶
知
安

　
　
　

町

８
日
◇
建
設
・
土
木
現
場
パ
ト

　
　
　

ロ
ー
ル
／
赤
井
川
村
内

９
日
◇
地
域
公
共
交
通
要
望
活

　
　
　

動
／
札
幌
市

10
日
◇
米
寿
記
念
品
贈
呈
／
赤

　
　
　

井
川
村
内

13
日
◇
鉄
道
運
輸
機
構
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

４
日
◇
地
域
公
共
交
通
対
策
特

　
　
　

別
委
員
会

５
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

10
日
◇
第
３
回
議
会
協
議
会

　
　

◇
水
道
業
務
検
定

11
日
◇
建
築
工
事
検
定

16
日
◇
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
包
括

　
　
　

連
携
協
定
締
結
式

19
日
◇
建
築
工
事
検
定

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

21
日
◇
新
規
就
農
者
見
学
会

23
日
◇
工
事
検
定

24
日
◇
第
４
回
議
会
協
議
会

27
日
◇
地
域
公
共
交
通
活
性
化

　
　
　

協
議
会

　
　

◇
臨
時
校
長
会
議

　
　

◇
第
15
回
農
業
委
員
会
総
会

31
日
◇
教
育
委
員
会
議

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）・
貸
費
学
生
医
科
・
歯
科

幹
部
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

10
月
20
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　今月の表紙は巡回小劇場からの１枚です。
　今年は「狂言」を児童・生徒の皆さんが鑑賞
しました。伝統芸能はなかなか馴染みがないと
は思いますが、このような機会に興味をもっても
らえたらと思います。
　来年の「音楽」も楽しみですね。

む
ら
の
日
誌（
８
月
）

自
衛
官
募
集

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設



広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■９月に入ると過ごしやすい日が続き、朝晩の涼しさ（寒いくらい
の日もありますが…）に季節の移ろいを感じます。もう秋ですね。
　秋と言えば、「○○の秋」という言葉がありますよね。食欲の秋、
サンマがおいしい季節です。読書の秋、読書は心を豊かにする。と
誰かが言っていた気がします。皆さまはどんな秋を過ごしますか？

（Ｋ）
【発行情報】広報あかいがわ2021年10月号（№677）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

赤井川村写真館～赤井川の四季～

村内視察研修
撮影：赤井川村教育委員会　場所：赤井川村内　撮影日：2021年8月26日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？




